


Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

白百合女子大学

ルイ・ショーヴェ神父
（1664-1710年）

最初の修道院の地下に残る教室
ここが白百合女子大学の教育の原点である。神父のもとに集っ
た娘たちは、後に「学校の娘たち」と呼ばれるようになった。

中庭のヒマラヤ杉と学生たち
開学時に植樹した約80cmほどの幼木は大学の歩みとともに成長し学生たちの憩いの場となっている。

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

こ
の
４
月
、
本
学
に
ル
イ
・
シ
ョ
ー
ヴ
ェ
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
の
名
称
は
、
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道

女
会（S

isters of S
t. P

aul of C
hartres :

Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

を
創
立
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
で
あ
る
ル
イ
・
シ
ョ
ー
ヴ
ェ

神
父
（
１
６
６
４‒

１
７
１
０
年
）
に
由
来
す
る
。
シ
ョ
ー

ヴ
ェ
神
父
は
、
１
６
９
６
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
近

郊
の
ル
ヴ
ェ
ヴ
ィ
ル
・
ラ
・
シ
ュ
ナ
ー
ル
村
で
、
教
会
の
司

祭
と
し
て
学
校
教
育
活
動
に
着
手
し
た
。
修
道
院
の
地
下
に

つ
く
ら
れ
た
最
初
の
教
室
は
土
間
床
と
土
壁
で
で
き
て
お
り
、

四
脚
の
椅
子
が
よ
う
や
く
置
け
る
ほ
ど
の
粗
末
で
、
小
さ
な

部
屋
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
シ
ョ
ー
ヴ
ェ
神
父
は
、
３
人
の
村

の
娘
た
ち
に
読
み
書
き
と
手
仕
事
を
教
え
た
。
こ
れ
が
Ｓ
Ｐ

Ｃ
の
始
ま
り
で
あ
り
、
白
百
合
女
子
大
学
の
女
子
教
育
の
原

点
で
あ
る
。

シ
ョ
ー
ヴ
ェ
神
父
の
教
育
活
動
は
、
読
み
書
き
の
教
育
に

加
え
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
下
の
寒
村
が
抱
え
て
い
た
貧
困

や
飢
え
、
病
気
な
ど
の
「
社
会
課
題
」
に
取
り
組
む
た
め
の

教
育
、
す
な
わ
ち
地
域
の
人
々
と
と
も
に
在
る
教
育
で
あ
っ

た
。
学
校
の
教
師
や
生
徒
た
ち
は
勉
強
が
終
わ
る
と
、
皆
で

ス
ー
プ
を
作
っ
て
病
人
や
苦
し
む
人
々
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。

そ
れ
は
「
い
の
ち
の
ス
ー
プ
」
を
届
け
る
活
動
で
あ
り
、
隣

人
に
寄
り
添
う
教
育
で
も
あ
っ
た
。
シ
ョ
ー
ヴ
ェ
神
父
が
め

ざ
し
た
の
は
、
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
人
間
の

尊
厳
を
守
り
、
生
き
る
意
味
を
考
え
、
与
え
ら
れ
た
い
の
ち

を
生
き
き
る
教
育
で
あ
っ
た
。

本
学
の
「
た
か
ら
」
は
、
約
３
３
０
年
続
く
シ
ョ
ー
ヴ
ェ

神
父
の
教
育
理
念
に
基
づ
く
女
子
教
育
と
そ
れ
を
象
徴
す
る

ル
イ
・
シ
ョ
ー
ヴ
ェ
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
タ
ー
が
保
管
し
て
い

る
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
、
そ
し
て
何
よ
り
も
本
学
の
卒
業
生
と

在
学
生
、
白
百
合
の
教
育
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
々
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
、
本
学
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
が
、
ル
ヴ
ェ

ヴ
ィ
ル
で
始
ま
っ
た
女
子
教
育
の
こ
こ
ろ
を
、
今
後
も
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

白
百
合
女
子
大
学
の
教
育 

―
社
会
課
題
に
取
り
組
む
力
と
い
の
ち
の
ス
ー
プ
―
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古代より中国で使用され、アラビア商人を経由して西
方に広まり、中世ヨーロッパの航海に革命をもたらし
た羅針盤。表紙デザインには、社会の変化が著しい現
代において、大学の“今”を映し出し、向かうべき未来
をはかる指針とならん、という思いを込めています。
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出
会
い
が
あ
ふ
れ
る 

キ
ャ
ン
パ
ス

清
水 

信
年
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通
科
学
大
学
学
長

大
学
で
過
ご
す
時
間
に
は
、
出
会
い
の
機
会
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。
奥
深
い
学
問
の
世
界
、
は
じ
め
て
触

れ
る
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
び
と
、
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
多
く
の
社
会
課
題
、
そ
し
て
新
た
な
自
分

自
身
と
の
出
会
い
―
―
。

未
知
と
の
出
会
い
を
経
る
た
び
、
学
生
た
ち
は
成

長
す
る
。
出
会
っ
た
相
手
に
も
、
少
な
か
ら
ず
変
化

を
も
た
ら
す
。
そ
う
し
た
機
会
が
一
つ
で
も
多
く
生

ま
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

我
々
の
務
め
で
あ
る
。
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西
本 

照
真
　武
蔵
野
大
学
学
長

は
じ
め
に

本
学
は
、
２
０
２
４
年
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
て
い
る
。
大

学
が
周
年
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
の
意
義
は
、
大
学
の
建
学
の
精
神

と
そ
れ
に
基
づ
く
歩
み
を
再
確
認
し
、
現
在
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で

走
っ
て
い
る
大
学
構
成
員
が
未
来
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
る
営
み
を

意
気
高
く
加
速
し
て
い
く
こ
と
に
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
そ
の
大
学
の

過
去
と
現
在
と
未
来
が
出
会
う
時
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
今
、
武
蔵
野
大
学
の
学
祖
高
楠
順
次
郎
博

士
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。「
我
々
が
努
力
し
て
成
し
遂
げ
た

も
の
は
、
そ
の
ま
ま
で
終
わ
り
を
告
ぐ
べ
き
も
の
と
思
う
の
は
間
違

い
で
あ
る
。
こ
の
後
に
為
す
べ
き
も
の
の
第
一
歩
で
あ
る
」。
本
稿

で
は
、
本
学
１
０
０
年
の
歩
み
、
と
り
わ
け
こ
の
30
年
余
り
の
歩
み

を
振
り
返
り
、「
こ
の
後
に
為
す
べ
き
も
の
」
に
つ
い
て
も
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

1
．
総
合
大
学
へ
の
１
０
０
年
の
歩
み

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
は
、
世
界
的
な
仏
教
学
者
・
高
楠
順
次

郎
博
士
が
関
東
大
震
災
の
翌
年
、
焼
け
野
原
と
な
っ
た
東
京
の
築

地
本
願
寺
に
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
武
蔵
野
女
子
学
院
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。
開
学
当
初
か
ら
女
子
大
学
の
構
想
を
描

い
て
お
り
、
仏
教
主
義
女
子
大
学
の
創
設
趣
意
書
に
は
、「
女
性
の

人
格
完
成
の
為
、
仏
教
主
義
女
子
大
学
を
帝
都
に
創
設
す
る
」
と

あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
よ
う
や
く
１
９
５
０
年
に
短
期
大

学
、
１
９
６
５
年
に
４
年
制
の
武
蔵
野
女
子
大
学
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
60
年
余
り
の
歩
み
の
中
で
は
、と
り
わ
け
１
９
９
５
年
以

降
、大
学
改
革
が
加
速
し
て
き
た
。こ
の
30
年
の
歩
み
を
さ
ら
に
２
つ

に
分
け
る
と
、最
初
の
20
年
は
単
科
大
学
か
ら
総
合
大
学
への
歩
み
、

最
近
の
10
年
は
個
性
的
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を
備
え
た
更
な
る
発
展
を
目

指
す
歩
み
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。１
９
９
５
年
に
今
の
人

世
界
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
を
目
指
す
教
育

―
未
来
の
グ
ッ
ド
・ア
ン
セ
ス
タ
ー
と
な
る
た
め
に
―

10

間
科
学
部
の
前
身
で
あ
る
人
間
関
係
学
科
が
文
学
部
に
設
置
さ
れ
た

こ
と
が
そ
の
後
の
大
学
改
革
の
起
点
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
が
、文
学
部
一
学
部
の
み
の
体
制
か
ら
複
数
学
部
に
な
っ
た
の
は
１

９
９
８
年
の
現
代
社
会
学
部
の
開
設
に
よ
る
。２
０
０
３
年
に
は「
武

蔵
野
女
子
大
学
」か
ら「
武
蔵
野
大
学
」に
校
名
を
変
更
、２
０
０
４

年
に
は
男
女
共
学
化
し
て
総
合
大
学
への
歩
み
が
加
速
す
る
こ
と
と
な

る
。
薬
学
医
療
系
の
薬
学
部（
２
０
０
４
年
）と
看
護
学
部（
２
０
０
６

年
）の
設
置
以
降
、教
育
学
部（
２
０
１
１
年
）、人
間
科
学
部（
２
０
１

２
年
）、法
学
部（
２
０
１
４
年
）、経
済
学
部（
２
０
１
４
年
）、工
学
部

（
２
０
１
５
年
）、経
営
学
部（
２
０
１
９
年
）の
開
設
と
続
い
て
い
く
。

２
０
１
２
年
の
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
も
こ
の
よ
う
な
総
合
大
学
への

歩
み
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
10
年
は
、設
置
し
た
学
部・学
科・大
学
院
の
教
育
研
究
の
質

保
証
に
つ
と
め
つつ
、時
代
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
武
蔵
野
大
学
ら

し
い
ユニ
ー
ク
な
学
部・学
科
の
設
置
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。２
０
１

６
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
、２
０
１
９
年
に
は
私
立
大
学
初
の
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、２
０
２
１
年
に
は
日
本
で
初
め
て
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
学
部
、２
０
２
３
年
に
は
世
界
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み

を
受
け
て
工
学
部
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
、そ
し
て
１
０
０
周
年
の

２
０
２
４
年
に
は
世
界
初
と
な
る
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
を
開
設
し
、

13
学
部
21
学
科
13
大
学
院
研
究
科
と
通
信
教
育
部
を
擁
す
る
総
合

大
学
へ
と
発
展
を
と
げ
て
き
た
。
規
模
的
に
も
筆
者
が
奉
職
し
た
１
９

９
７
年
当
時
は
文
学
部
と
短
大
を
合
わ
せ
て
４
５
０
０
人
余
り
の
学

生
数
だ
っ
た
が
、現
在
で
は
通
学
生
だ
け
で
も
１
万
人
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
改
革
の
歩
み
は
本
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歩
み
で

あ
り
つ
つ
、
同
時
に
日
本
や
世
界
の
未
来
に
向
け
て
時
代
を
先
取
り

し
た
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
も
い
え
る
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
令
和
５
年
度
～
９
年
度
に
お
け
る「
第

４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で
は
、
総
括
的
な
基
本
方
針
・
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
⑴
２
０
４
０
年
以
降
の
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
、
⑵
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
、
の
２
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
⑴
が
工

学
部
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
、
⑵
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
に

相
当
す
る
。
ま
た
、
同
計
画
の
16
の
目
標
の
中
で
も
、「
目
標
４ 

グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
、「
目

標
５ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
育
成
」
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
学
部
、「
目
標
11 

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
」
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
本

学
の
改
革
が
今
後
の
国
の
教
育
政
策
の
動
向
と
も
深
く
関
係
し
あ
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

11
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い
ユニ
ー
ク
な
学
部・学
科
の
設
置
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。２
０
１

６
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
、２
０
１
９
年
に
は
私
立
大
学
初
の
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
、２
０
２
１
年
に
は
日
本
で
初
め
て
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
学
部
、２
０
２
３
年
に
は
世
界
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み

を
受
け
て
工
学
部
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
、そ
し
て
１
０
０
周
年
の

２
０
２
４
年
に
は
世
界
初
と
な
る
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
を
開
設
し
、

13
学
部
21
学
科
13
大
学
院
研
究
科
と
通
信
教
育
部
を
擁
す
る
総
合

大
学
へ
と
発
展
を
と
げ
て
き
た
。
規
模
的
に
も
筆
者
が
奉
職
し
た
１
９

９
７
年
当
時
は
文
学
部
と
短
大
を
合
わ
せ
て
４
５
０
０
人
余
り
の
学

生
数
だ
っ
た
が
、現
在
で
は
通
学
生
だ
け
で
も
１
万
人
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
学
改
革
の
歩
み
は
本
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
歩
み
で

あ
り
つ
つ
、
同
時
に
日
本
や
世
界
の
未
来
に
向
け
て
時
代
を
先
取
り

し
た
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
も
い
え
る
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
令
和
５
年
度
～
９
年
度
に
お
け
る「
第

４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で
は
、
総
括
的
な
基
本
方
針
・
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
⑴
２
０
４
０
年
以
降
の
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
、
⑵
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
、
の
２
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
⑴
が
工

学
部
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
科
、
⑵
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
に

相
当
す
る
。
ま
た
、
同
計
画
の
16
の
目
標
の
中
で
も
、「
目
標
４ 

グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
、「
目

標
５ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
育
成
」
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
学
部
、「
目
標
11 

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
」
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
本

学
の
改
革
が
今
後
の
国
の
教
育
政
策
の
動
向
と
も
深
く
関
係
し
あ
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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2
．
世
界
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
す

本
学
で
は
仏
教
精
神
に
基
づ
く
人
格
向
上
を
建
学
の
理
念
と
し

て
お
り
、「
四
弘
誓
願
」
と
い
う
仏
の
４
つ
の
願
い
、
す
な
わ
ち
、

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
　
む
さ
ぼ
り
・
い

か
り
・
お
ろ
か
さ
に
流
さ
れ
ず
　
こ
の
世
界
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
に

学
び
　
人
格
向
上
の
道
を
と
も
ど
も
に
歩
み
た
い
」
と
い
う
願
い
を

根
幹
に
据
え
て
い
る
。「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
せ
に
な
る
た
め

に
」
と
願
う
仏
教
主
義
に
基
づ
く
建
学
の
精
神
を
現
代
的
に
わ
か
り

や
す
く
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え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
２
０
１
６
年
に
は
武
蔵
野
大
学

の
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「
世
界
の
幸
せ
を
カ
タ
チ
に
す
る
。」

を
発
表
し
た
。
学
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・
学
科
・
大
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院
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研
究
所
が
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
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テ
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取
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み
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も

教
職
員
も
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業
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も
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よ
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本
学
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縁
の
あ
る
人
々
は
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生
涯
、ハ

ピ
ネ
ス
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
生
き
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
大
学
を

目
指
し
た
い
と
い
う
思
い
が
様
々
な
大
学
改
革
の
原
動
力
に
な
って
い

る
。
２
０
１
６
年
開
設
のM

usashino U
niversity C

reating 
H

appiness Incubation

（
通
称
：
し
あ
わ
せ
研
究
所
）の
諸
活

動
、
２
０
１
９
年
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
実
行
宣
言
」
や
２
０
２
４
年
の
「
Ｄ

Ｅ
Ｉ
推
進
宣
言
」
に
基
づ
く
諸
活
動
も
す
べ
か
ら
く
本
学
の
願
い
か

ら
流
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。
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精
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さ
ら
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現
代
的

に
具
現
化
し
て
い
く
た
め
「
世
界
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を

目
指
す
」
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重
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置
付
け
た
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置
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特
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あ
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研
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で
、
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ェ
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グ
社
会
の

創
造
及
び
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
、
世
界
規
模
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多
様
な
難
題
に
向

き
合
い
な
が
ら
全
て
の
人
が
豊
か
さ
を
感
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る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

物
質
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か
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な
豊
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だ
け
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な
く
、
精
神
的
な
豊
か
さ
や

健
康
ま
で
も
含
め
て
幸
福
や
生
き
が
い
を
捉
え
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
の
考
え
方
が
い
よ
い
よ
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
時
代
の
変
化
を

捉
え
、
仏
法
の
真
理
観
を
根
幹
と
し
て
、
根
源
的
な
苦
悩
か
ら
の
解

放
を
見
据
え
つ
つ
、
科
学
や
技
術
の
知
見
・
成
果
も
取
り
入
れ
た
学

際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
幸
せ
・
生
き
が
い
・
安
心
・
福
祉
・

健
康
・
平
和
な
ど
、
人
々
と
世
界
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
創
造
し
て
い
く
人
材
の
育
成
、
輩
出
を
目
指
す
教
育
が
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
本
年
度
開
設
し
た
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
も
ま
さ
に
本
学
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
大
学
改

革
の
次
な
る
第
一
歩
で
あ
り
、
学
部
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
あ
な
た

に
し
か
つ
く
れ
な
い
、
し
あ
わ
せ
が
あ
る
。」
は
単
に
一
学
部
の
願

い
で
は
な
く
、
四
半
世
紀
後
の
２
０
５
０
年
に
向
け
て
本
学
が
目
指

し 

ぐ 

ぜ
い
が
ん
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し
て
い
く
教
育
研
究
の
方
向
性
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

教
育
振
興
基
本
計
画
だ
け
で
な
く
、国
際
社
会
に
お
い
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
２
０
３
０
年
教
育
ビ
ジ
ョン
に
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、国
際
的
に
も
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
世
界
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
い
よ
い
よ
高
ま
って
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
に
お
い

て
志
向
さ
れ
て
い
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、自
然
や
地
球
環
境
、動

植
物
を
後
景
に
追
い
やっ
た
人
間
中
心
主
義
を
超
え
て
い
く
も
の
で
あ

り
、文
字
通
り
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べて
が
そ
れ
ぞ
れ
の
い
の
ち
を

存
分
に
輝
か
せ
つ
つ
、互
い
に「
よ
り
よ
く
関
係
し
合
い
」な
が
ら「
よ

り
よ
く
あ
る
」と
い
う
意
味
で
の
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
近
づ
い
て
い
く

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
武
蔵
野
大
学
は
、ウェル
ビ
ー
イ
ン

グ
学
部
の
み
な
ら
ず
、あ
ら
ゆ
る
組
織
を
挙
げ
て
、こ
の
よ
う
な
ウェル

ビ
ー
イ
ン
グ
世
界
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
む
人
材
を
養

成
し
続
け
る
大
学
で
あ
り
た
い
。

お
わ
り
に
：
未
来
の
グ
ッ
ド
・
ア
ン
セ
ス
タ
ー
に
な
る

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
が
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
「
カ
ン
フ
ァ
・
ツ
リ
ー
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。
カ
ン
フ
ァ
・
ツ
リ
ー

と
は
、
ク
ス
ノ
キ
（
楠
）、
本
学
の
学
祖
高
楠
博
士
の
苗
字
に
因
ん

だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
あ
り
、「
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
ブ
ッ

ダ
・
ダ
ル
マ
（
仏
法
）
の
根
本
を
ふ
ま
え
、
現
代
世
界
の
諸
課
題
の

解
決
に
向
け
ダ
ル
マ
（
法
）
の
意
義
と
貢
献
の
可
能
性
の
論
究
及

び
提
言
等
に
取
り
組
み
、
も
っ
て
世
界
の
平
和
と
安
穏
の
た
め
に

寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
に

集
う
人
々
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
中
心
に
は
次
の
問
い
を
置
い
て
い
る
。

“H
ow

 can w
e becom

e better ancestors?”

い
か
に
し
て
私
た
ち
は
よ
り
よ
き
祖
先
に
な
れ
る
か

１
０
０
年
後
、
ま
た
さ
ら
に
先
の
未
来
世
代
に
と
っ
て
、
私
た

ち
は
い
か
に
し
て
よ
り
よ
き
祖
先
に
な
れ
る
か
。
名
も
な
き
祖
先

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
自
然
や
智
慧
を
、
私
た
ち
は
ギ
フ
ト
と
し

て
受
け
取
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
何
を
未
来
へ
贈
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
私
た
ち
が
祖
先
と
な
る
未
来
世
代
の
生
き
る
世
界
を
想
像

し
、
今
ど
う
生
き
る
べ
き
な
の
か
を
見
つ
め
語
り
合
う
と
き
、
対

立
を
生
む
分
別
を
超
え
た
道
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
学
の
１
０
０
周
年
の
キ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
響
き
合
っ
て
、
未

来
へ
。」
で
あ
る
。
こ
の
１
０
０
周
年
と
い
う
時
が
、
よ
き
祖
先
の

声
に
耳
を
澄
ま
し
つ
つ
、
１
０
０
年
後
の
未
来
に
向
け
て
私
た
ち

自
身
が
よ
り
よ
き
祖
先
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
意
気
高
く

歩
み
出
す
場
で
あ
り
た
い
。
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